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昴 11 回コンサート第１部・2 部の名曲 
４曲のレッスンを開始！  

□１月２０日(金)１８:００～２０：３０昴定例レッスンが開催されました。佃さんの体操、伊藤さ

んのヴォイストレーニングのあと、本並先生の指揮、森二三さんのピアノで、「フィンランディア」

「想像力」を、休憩をはさんで「ルスカエ・ポーレ(ロシアの曠野)」と「ぶどうとかたばみ」の４曲

をレッスンしました。 

４曲とも合唱曲としては名曲でよく知られた曲ばかりです。内２曲は昴でも過去に歌い、再度１１

回コンサートで取り上げたい、曲の価値は今も衰えず、なお一層歌うべき時代の歌と言えましょう。

今日のレッスンでは、楽譜と共に正確な音取りとメロディの確保に力を入れました。 

参加者は全３７名でした。（T1：10/11、T2：10/10、BR：9/10、BS 6/9） 

〇連絡事項 
技術部より、本日の技術部会の第１１回コンサートに向けての議論を踏まえ、プログラムと取り

上げる曲目についての理解を深めよう！と報告がありました。 

・プログラム「歌う会」で「あの青い空のように」「上を向いて歩こう」「見上げてごらん夜の星

を」の３曲、またよく知られている曲として、「フィンランディア」「さとうきび畑」「芭蕉布」

「沖縄を返せ」「仕事のうた」の５曲、全部で２４曲を歌うなかで、１/３はポピュラーな曲。そ

して、昴の良さを知ってもらう合唱曲をちりばめている。「ーこの道を行こうよー」のテーマで。 

このプログラムに自信を持ち、しっかり練習しましょう！ 

 

・６月から第１日曜１３:００～１７:００レッスン日開設。７月から第１日曜日を１３:００
～１５:００昴レッスン・１５:００～１７:００特団員とのレッスン日を開設します。 

 

昴 男声合唱団 
Subaru 

 

ニュース№５９８ ‘１7．1．22 

１月２０日 



・休まずにレッスンに参加してください。普段の自習・個人レッスンをもっとしてほしい！ 

音程をとれない人は録音機を利用して、レッスンを録音して聴いて欲しい。 

・各曲の音源をつくります。まだもらっていない方は申し込んでください。 
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仕事のうた 



 

 

 

「昴」第 11 回コンサートのチラシゲラ添付します。今回は、特別団員とともに歌う｢沖縄｣とキャッチの「—この道をゆこ

うよ—」で、沖縄のこんな素晴らしいところ、明るい希望のもてる写真（沖縄万座毛）でレイアウトしてみました。 

ご検討よろしくお願いします。（チラシ第１稿・改訂あり）                              No.598(3/8) 



 

昴１１回コンサートコーナー  

 

〇「花の歌」のリズム取り  (伊藤) 

各拍を 3連符で歌うようなリズム取りで、且つ、となりの拍にまたがるタイが多用されているリズムなので、 

譜面をじっくりとよく見ていないと、指示されたリズム通りに歌うのが難しい。 

リズムがうまく取れてない人は、どの小節も一拍目・2拍目・3拍目・4拍目の境がどこにあるのかが、目で 

見てわかるように、各自の楽譜すべての箇所に、各拍の境目に縦線などを鉛筆（後で消せるように）で、 

書き込んでください。 

譜面を見て、視覚的に理解して歌うのが有効だと思います。 

そして、どのフレーズも拍節感がしっかりと身につくまで、伸ばす音では、8分音符の刻み毎に母音を言う 

感じで、所定の長さに伸ばすような工夫をして歌ってみてください。 

但し、拍節感が身についたら、これを止めて、言葉の抑揚に合わせた強弱重視の歌い方に戻して（変えて）

いかねばなりません。(2016.12．3記) 

 

〇「昴」を飾るフィナーレの演出について(川妻)(2017.1.15記) 

聴衆のみなさんと共に「我はゆく・・」と“熱い思いでともに進んでいこう“と 
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〇各位 昨年「うたごえ新聞係」の会議で配布した資料です。（岡邑）（２０１７．１．８記） 

「沖縄を返せ」荒木栄作曲 

 １９５６年９月、大分県で開かれた「第４回九州のうたごえ」には、初参加の沖縄代表も含め 

７０００人が集まった。 

創作曲で１位になったのは全司法福岡高裁支部の「沖縄を返せ」であった。 

この時の原曲は短調で歌詞は力強いが「曲想が暗すぎる」という感想であった。その頃福岡県平和

委員会から全九州合唱団会議に申し入れがあった。「東京の砂川は『赤とんぼ』でがんばっている。

我々はこれに呼応して来年、九州から沖縄返還を訴える行進団を組織する。この中で歌える沖縄行

進の歌をつくって頂きたい」であった。 

全九州合唱団会議は荒木栄に手紙を書き「行進曲風に変えてほしい」と依頼した。１週間で編曲は

完成した。 

荒木栄は「民族の怒りをたたき込むつもりで歌っていただければ力強いものになると思います」と

いうメモを添えた。 

年末の「日本のうたごえ祭典」に九州代表はこの歌で参加した。当時の全司法新聞には「平和への

祈りを込めて大会場割れよとばかりに歌えば、満場の盛大な拍手を浴びた」とある。 

５７年１月鹿児島から東京までの最初の日本縦断の「沖縄行進」の道筋で高らかに歌われた。沖縄

の現状に国民が目を向けるきっかけとなった。 

１９８５年、荒木が亡くなった福岡県大牟田市の米の山病院に「荒木栄碑」が建てられた。除幕式

に沖縄から詩が贈られた。「沖縄戦から４０年のこの年に、あなたの碑が建てられます。・・沖縄の

たたかいの歴史を支えたのは、あなたのみずみずしい豊かな温かい心をくぐってうまれた『沖縄を

返せ』の歌でした。・・」 

今、辺野古の座りこみをする人々がこの歌で抵抗する。 

最後の「沖縄を返せ」のあと「沖縄に返せ」と歌詞を替えられて歌うようにもなった。」 

（「ジャーナリスト伊藤千尋の”こうして生まれた日本の歌㉙ うたごえ新聞 2016.5.2号参照」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「聴き手にとどくための演奏 選曲は命綱、聴く力、批評力」 

2016日本のうたごえ祭典 inえひめ「合唱発表会演奏批評座談会」より 

「季刊日本のうたごえ 174号」 

「日本のうたごえ祭典 in えひめ」の合唱発表会各部門の審査講評責任者の座談会が「季刊日本のう

たごえ」最新号のトップ記事として掲載されました。昴にとってもまた歌う者にとっても参考にな

ろうかと思われる意見が述べられています。抜粋し記載しました。(昴ニュース編集子) 

 

No.598(5/8) 



ֻᴸ Ḩ ̲ ᵂ ʝ A  

・今回は(松山という地理的条件)のこともあり、予選 1 位の団体が本選出場辞退・・いろいろな問題があると

思いますが、条件を克服して出場するということもその合唱団の実力、全国の合唱発表会で競い合うことが

運動にとっても、その合唱団にとっても大切なことだという認識を深めないといけないのでは。 

 

・演奏では、違いが際立つ団体が今回はなかった。自分たちが何を歌うとか、どう歌うかということを合唱団と

してもっとつきつめるべきでないかという意見が結構多く出されました。 

 

・「いわゆる合唱する基本、声が合う、音程が合う、もちろん音色も、全体が一つになって歌っている、合唱で

伝わってくる魅力、すごさというものが弱い。そこら辺の追求がもっとされる必要があると思いました。 

合唱の基本を、日々の練習の中で作り込む必要があるという思いをしました。 

 

・「表現力も上がっている」「合唱のレベルも上がっている」けれど同時に「この合唱団の良さは何か」が講評に

書けない。歌っている、良いんだけど、「書けない」。それは何を意味しているのか。合唱のレベルも、表現力

も上がっているとすれば、さらに今、うたごえ運動として何を歌っていくのか、各合唱団がどういうものを歌って

いくのかということをもっとお互いに刺激しあって、作品を紹介しあっていく努力をしなければ・・と思いまし

た。 

˲ ẉ Ҙ В ᴀ Ả ʝB  

・この部門は人数も多いということもあり、声のヴォリュームもあり、聴きごたえがありました。人数の多いところ

は声がよく鳴って届きました反面、この人数ならもっと鳴らして欲しいという要求はありました。その中でやはり

上位団体は声の問題はクリアしていたのかなと感じました。 

 

・総じて「人数が多い」「力がある」という総評ですが、何をどう届けるかという演奏表現が話題にな

りました。一つには男声合唱団昴(大阪)です。聴いている人に共感を与える、「おれもあの中に入っ

て歌ってみたいな」と思わせるものがある。それは何かということをもっと分析したいと思います。 

また合唱団「白樺」(東京)も一貫してロシアの歌を歌っている、その独自の表現、風格が評価されました。この

ことは私たちが何を届けていくのか、どう歌うのかということの一つのヒントになるのかなと思います。 

 

ʝ A ʝ B  

・合唱としての基本的な演奏力をきちぃと備えることが＜A＞にも＜B＞にも言えること。     No.598(6/8) 



 

 

・選曲と表現という点では、特に＜A＞の場合は言葉のメッセージ性に終始している団体が多かった。・・選曲

を通してこの合唱団がどういうことを表現したいのか、・・そのことを通してその合唱団がどういうことを伝えた

いのかが、音楽としてもう一つ伝わってこない・・・ 

 

・＜B＞：曲に内容表現、もっと音楽で表現していくことを追求して欲しいなというのがあります。 

・幅広い年代で構成された合唱・「ユニバーサルな合唱」づくりを目標にして、もっと伸びていって欲しい。 

特に上位団体はレベルの高い演奏を聴かせてくれた。 

・＜B＞についての講評委員の受け止め方はそれぞれで、ある団体の演奏は感情移入が過多であるとおっ

しゃっている方もいるし、すべての人を納得させる演奏なんてありえない。が、やはり、合唱としての基本的な

演奏力をちゃんと備えることは大前提で、そのうえでその合唱団の持っている伝えたい音楽的な中身を考え

ていくとよい演奏になっていくんじゃないか。 

 

ѝ ї Ả 

・「演奏創造」について、「際立った団体」「粗削りだが迫ってくるものがあった団体」 

<A>で「この合唱団は納得して歌っている、伸びやかに伝わってくる団体は輝いています。例えば「仙

台合唱団」やはり自分たちがこの歌を歌う、東日本大震災、その後の気持ちを込めたものが伝わっ

てくる。「山形センター合唱団」本当に歌う喜びをもって歌うというか、自信をもって歌っている。

けれん味のない演奏ですばらしかった。それはその合唱団の持ち味ということだけでなくて、やは

り日常活動、自分たちはどういう合唱団かということからくる、一つの演奏の「らしさ」だと思う。

そういうことをもっと出して欲しいと思う合唱団がたくさんありました。 

 

・<A>で、「やはり金賞・銀賞に選ばれる団体は一味違っていますね。その合唱団に若い人がいると

かいないとか、その影響は大きい。合唱の基本的なところとともに、もっと伸びやかに歌う、イキ

イキと歌うというところを大事にしたい。こじんまりと歌うとか、収まったところで歌う傾向がち

ょっとあるのではないか・・・ 

 

「ことばを音楽に乗せる」 

＜女性の部＞音楽をつくるうえでも、ピッチ、ハーモニーの問題など基本的にありますが、上位団体は言葉の持っ

ているセンシビリティというか感受性です。「ひろい」とか「さぁ」と呼びかけるときの色合いが本当にそういうような

気持になっているところと、文字面だけ追っているところと。そして助詞の処理。俗にいう「てにおは」などの処理が

ぞんざいで一本調子になって山がない。声だけの響きだけでなく、ことばをどう処理しているのかに意を砕いてい

る団体と、自由に？歌いっぱなしの団体とは当然と伝わってくる深みがちがってくる。さらに言えばピアノとのバラ

ンスがどうなのかも含めてありましたね。 

 

・「山形センター合唱団」：非常に生活感のある声で無理がない。自分たちの思いが素直に出ている。相当修練を

積んでいて、全員の子音がピシィと合っている。そのことによって統一感を持った音楽と、説得性があるなと思いま

した。“うたごえ”の良さはいろいろあると思いますが、一つは生身の生活者の思い、それがけれん味なく伝わるこ

とが魅力だと感じました。 

 

「指揮者と団員の方向が一致した音楽づくり」 

・「統一感のある演奏」というのは、上位団体はそういう特徴を持っている。それがどういうところから来ている

かというと、やはり指揮者とか、その合唱団の指導者が合唱団でどういう音楽をつくっていくか  No.598(7/8) 



というものを持って、一致して目指している団体は統一感がある。つまりそれは合唱としてのまとまりをつくる

ことに心を砕いている結果だと思う。そのことが、上位団体のひとつの大きな特徴で、指揮者と団員がその

方向で一致している団体は良い演奏になっていくんです。そういうものは一朝一夕にはできなくて、積み重

ねなんですね。 

 

「届ける演奏の経験を積む」 

・＜職場の部＞国鉄の人たちが 10人ちょっとなのに、すごい。声もあるけれど、日常的な演奏活動がすごいんじゃ

ないかと思います。音響も何もない、ホールも響かないような所でもすごい数の演奏をしている。保母さんもそうで

すね。あっちこっちかけまわって演奏している。聴いていて違うし、歌い手も違ってくるんじゃないかなと思います。 

・いろんな所で演奏するということは、相手がいるわけで、相手に向かって自分たちの演奏を届けるという経験を

たくさん積んでいる団体は、声というか、音楽が届いていると思うんです。そういうことが日常的にできているところ

は強いなと感じました。 

 

・これはアマチュアだけの話じゃなくて、プロだって、どれくらい聴衆の前で自分の演奏をやっているかという、まあ

場数を踏むという言葉もありますけれども、その量から質への転化というものもあるんですよ。そういう違いがでてく

るんじゃないかなと思いました。 

 

「選曲は命綱」 
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「演奏を聴く耳」 
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・「演奏をもっと聴く」ということ。自分たちもそうだけど、他の団体をもっと聴く。あるいは 1 つ

の同じ曲でも、いろんな団体が演奏するのを聴く。その時、何でこうなるの？と否定的に受け止め

る演奏があってもいいんですよ。その中で、納得できる演奏、ここはちょっと違うなと感じる演奏、

そういうことを感じていく“聴く体験”をもっと積んでいく必要があるんです。全国のこの合唱発

表会は、本当に全国から集まって交流・発表するわけだから、それができる。ある団体は出番を待

っている時に他のいい演奏が聴けなくて残念だったと言っている。運営面で難しいことがあるかも

しれませんが、もっと聴きあうことをしないともったいないし、残念です。          No.598(8/8) 


